
四
十
三

次
に
掲
げ
る
貨
幣
で
、
そ
れ
ぞ
れ
一
枚
を
容
器
に
組
み
入
れ
た
も
の

六
十
二
万
七
千
二
百
七
十

三
円

イ

令
和
二
年
に
開
催
さ
れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
及
び
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
を
記
念
す
る
た
め
発
行
す
る
一
万
円
の
記
念
貨
幣
で
あ
つ
て
、
そ
の
素
材
に
金
を
含
む
も
の
の
う

ち
そ
の
製
造
に
要
す
る
費
用
が
一
万
円
を
超
え
、
か
つ
、
特
殊
な
技
術
を
用
い
て
製
造
し
表
面
に
光
沢
を
持
た
せ
た
も
の
で
、
別
表
第
一
第
五
十
四
号
に
掲
げ
る
各
形
式
の
も
の

ロ

令
和
二
年
に
開
催
さ
れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
及
び
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
を
記
念
す
る
た
め
発
行
す
る
千
円
の
記
念
貨
幣
で
あ
つ
て
、
そ
の
素
材
に
銀
を
含
む
も
の
の
う
ち

そ
の
製
造
に
要
す
る
費
用
が
千
円
を
超
え
、
か
つ
、
特
殊
な
技
術
を
用
い
て
製
造
し
表
面
に
光
沢
を
持
た
せ
た
も
の
で
、
別
表
第
一
第
三
十
八
号
ハ
か
ら
カ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の

ハ

令
和
二
年
に
開
催
さ
れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
及
び
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
を
記
念
す
る
た
め
発
行
す
る
五
百
円
の
記
念
貨
幣
の
う
ち
特
殊
な
技
術
を
用
い
て
製
造
し
表
面
に

光
沢
を
持
た
せ
た
も
の
で
、
別
表
第
一
第
二
十
七
号
に
掲
げ
る
各
形
式
の
も
の

ニ

令
和
二
年
に
開
催
さ
れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
及
び
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
を
記
念
す
る
た
め
発
行
す
る
百
円
の
記
念
貨
幣
の
う
ち
特
殊
な
技
術
を
用
い
て
製
造
し
表
面
に
光

沢
を
持
た
せ
た
も
の
で
、
別
表
第
一
第
七
号
に
掲
げ
る
各
形
式
の
も
の

第
十
条
を
第
十
三
条
と
し
、
第
六
条
か
ら
第
九
条
ま
で
を
三
条
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
五
条
第
二
項
中
「
前
二
条
」
を

「
第
三
条
か
ら
前
条
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
の
表
前
条
の
項
中
「
前
条
」
を
「
第
四
条
」
に
改
め
、
同
項
の
表
に
次
の

よ
う
に
加
え
る
。

第
五
条
第
一
項

第
七
条
第
一
項

第
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

七
条
第
一
項

第
五
条
第
一
項

第
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

五
条
第
一
項

第
五
条
第
三
項

第
五
条
第
一
項

第
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

五
条
第
一
項

第
六
条
第
一
項

第
十
一
条
第
一
項

第
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

十
一
条
第
一
項

第
八
条
か
ら
第
十
条
ま
で

第
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

八
条
か
ら
第
十
条
ま
で

令和元年月日 水曜日 (号外第号)官 報

第
五
条
を
第
八
条
と
し
、
第
四
条
の
次
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

（
入
漁
料
の
額
等
）

第
五
条

法
第
七
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
入
漁
料
の
額
は
、
法
第
五
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
外
国
人
が
当
該

許
可
に
基
づ
き
採
捕
す
る
こ
と
が
で
き
る
水
産
動
植
物
の
数
量
に
入
漁
料
単
価
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

２

前
項
の
入
漁
料
単
価
は
、
農
林
水
産
大
臣
が
、
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
外
国
人
の
属
す
る
外
国
ご
と
、
水
産
動

植
物
の
種
類
ご
と
及
び
期
間
ご
と
に
、
当
該
水
産
動
植
物
の
取
引
価
格
（
政
府
が
作
成
し
た
統
計
そ
の
他
の
資
料
に

よ
り
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
最
近
の
数
年
間
に
お
け
る
取
引
価
格
を
い
う
。）を
基
礎
と
し
、
当
該
水
産
動
植
物
の
生

息
又
は
生
育
の
状
況
、
採
捕
の
実
績
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

３

法
第
五
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
外
国
人
の
属
す
る
外
国
と
の
相
互
主
義
に
基
づ
き
特
に
必
要
が
あ
る
場
合
そ

の
他
こ
れ
に
準
ず
る
特
別
の
事
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
入
漁
料
を
徴
収
せ
ず
、
又

は
同
項
の
規
定
に
よ
り
算
出
し
た
額
か
ら
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
額
を
減
じ
た
額
の
入
漁
料
を
徴
収
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

（
手
数
料
の
額
等
）

第
六
条

法
第
十
一
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
手
数
料
の
額
は
、
法
第
八
条
か
ら
第
十
条
ま
で
の
承
認
（
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
単
に
「
承
認
」
と
い
う
。）の
申
請
一
件
に
つ
き
九
千
六
百
円
と
す
る
。
た
だ
し
、
承
認
に
係
る
事
務
の

処
理
に
関
し
て
こ
の
額
を
超
え
る
特
別
の
費
用
を
要
し
た
場
合
に
は
、
当
該
事
務
の
処
理
に
要
し
た
費
用
の
範
囲
内

で
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
額
の
手
数
料
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
漁
業
等
に
関
す
る
主
権
的
権
利
の
行
使
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る

政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
元
年
十
二
月
四
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
百
七
十
三
号

排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
漁
業
等
に
関
す
る
主
権
的
権
利
の
行
使
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正

す
る
政
令

内
閣
は
、
排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
漁
業
等
に
関
す
る
主
権
的
権
利
の
行
使
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
八
年
法
律

第
七
十
六
号
）
第
七
条
第
一
項
、
第
二
項（
同
法
第
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
三
項
、

第
十
一
条
第
一
項
並
び
に
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、
こ
の
政
令
を
制
定

す
る
。

排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
漁
業
等
に
関
す
る
主
権
的
権
利
の
行
使
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
八
年
政
令
第

二
百
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
皇
太
子
徳
仁
親
王
の
婚
姻
を
記
念
す
る
た
め
の
五
万
円
の
貨
幣
の
形
式
等
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

２

皇
太
子
徳
仁
親
王
の
婚
姻
を
記
念
す
る
た
め
の
五
万
円
の
貨
幣
の
形
式
等
に
関
す
る
政
令
（
平
成
五
年
政
令
第
百
六
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
中
「
第
四
十
五
号
」
を
「
第
四
十
六
号
」
に
改
め
る
。

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三


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